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１ ．【当中間期決算に関する定性的情報】 

(１)【連結経営成績に関する説明】 

当中間連結会計期間の損益状況につきましては、以下のとおりとなりました。 

経常収益は、株式等売却益及び有価証券利息の減少を主因として、前年同期比7億33百万円減少の486億85百万

円となりました。経常費用は、外貨の資金調達コスト及び国債等債券売却損の増加を主因として、前年同期比4億96百万円

増加の387億76百万円となりました。 

以上の結果、経常利益は前年同期比12億30百万円減益の99億8百万円となりました。また、親会社株主に帰属する中間

純利益は、前年同期比8億69百万円減益の65億43百万円となりました。 

(２)【連結財政状態に関する説明】 

貸出金は前連結会計年度末比590億円増加し、3兆2,950億円となりました。有価証券は前連結会計年度末比471億円減

少し、1兆7,154億円となりました。預金は前連結会計年度末比447億円減少し、4兆5,819億円となりました。 

当中間期の総資産は、有価証券が減少したものの、貸出金が増加したことを主因に前連結会計年度末比242億円増加し、5

兆9,818億円となりました。負債は預金が減少したものの、債券貸借取引受入担保金、売現先勘定及び借用金の増加を主因に

前連結会計年度末比181億円増加し、5兆6,395億円となりました。純資産は前連結会計年度末比61億円増加し、3,422億円

となりました。 

(３)【連結業績予想に関する説明】 

通期の業績予想につきましては、本中間期の業績等を踏まえ、本年5月11日に公表した数値から修正をしており、連結経

常利益は177億円、親会社株主に帰属する当期純利益は102億円を見込んでおります。また当行単体では経常利益は157

億円、当期純利益は101億円を見込んでおります。 

なお、上記の業績予想は、本資料の発表時において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様

々な要因によって上記予想数値と異なる結果となることがあります。 

㈱第四銀行　2019年3月期第2四半期（中間期）決算短信

-2-



㈱第四銀行　2019年3月期第2四半期（中間期）決算短信

-3-



㈱第四銀行　2019年3月期第2四半期（中間期）決算短信

-4-



㈱第四銀行　2019年3月期第2四半期（中間期）決算短信

-5-



㈱第四銀行　2019年3月期第2四半期（中間期）決算短信

-6-



㈱第四銀行　2019年3月期第2四半期（中間期）決算短信

-7-



 

 

（4） 【中間連結財務諸表に関する注記事項】 

【継続企業の前提に関する注記】 

     該当事項はありません。 

 

【表示方法の変更】 

（中間連結損益計算書関係） 

当行と株式会社北越銀行との経営統合（「株式会社第四北越フィナンシャルグループ」を設立）にあたり、より経済実態を反映した

財務諸表の開示を行う観点から、従来、連結子会社のファイナンス・リース取引及び割賦取引に係る収益、費用は「その他経常収

益」「その他経常費用」に計上しておりましたが、当中間連結会計期間より「その他業務収益」「その他業務費用」に計上しておりま

す。 

この表示方法の変更を反映させるため、前中間連結会計期間の中間連結財務諸表の組替えを行っております。この結果、前中

間連結会計期間の中間連結損益計算書に表示しておりました「その他経常収益」のうち 8,282 百万円は「その他業務収益」として、

「その他経常費用」のうち7,597百万円は「その他業務費用」として組み替えております。 

     

【会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更】  

当行の有形固定資産（2016 年 4 月１日以後に取得した建物、建物附属設備及び構築物を除く）の減価償却方法は、従来、定率

法を採用しておりましたが、当中間連結会計期間より定額法に変更しております。 

当行は 2018 年度開始の中期経営計画において、営業店舗及び事務機器等の使用実態を確認した結果、長期安定的に使用さ

れており、その使用価値は存続期間を通じて概ね一定であるため使用実態に即し耐用年数にわたり均等償却により原価配分を行う

定額法に変更することがより適正に経営実態を反映するものと判断いたしました。    

また、株式会社北越銀行との経営統合に伴い、持株会社グループ内での銀行業を営む連結子会社の営業店舗及び事務機器

等の使用方法を検討した結果、定額法に変更することがより適正に経営実態を反映するものと判断いたしました。 

この変更により、従来の方法によった場合に比べて、当中間連結会計期間の経常利益及び税金等調整前中間純利益は 127 百

万円増加しております。 

 

【企業結合等関係】 

当行と株式会社北越銀行との経営統合について 

 

当行と株式会社北越銀行（取締役頭取 佐藤勝弥、以下「北越銀行」といい、当行と北越銀行を総称して「両行」とい

います。）は、2018年３月23日に開催したそれぞれの取締役会において、両行の株主総会の承認及び関係当局の許認可等

が得られることを前提として、共同株式移転の方式により2018年10月１日をもって両行の完全親会社となる「株式会社

第四北越フィナンシャルグループ」（以下「共同持株会社」といいます。）を設立すること（以下「本株式移転」といいま

す。）、並びに共同持株会社の概要及び本株式移転の条件等について決議し、同日、両行間で経営統合契約書を締結いたし

ました。 

また、2018年５月11日開催の両行の取締役会において決議のうえ、本株式移転に係る株式移転計画書を共同で作成し、

2018年6月26日に開催された両行の定時株主総会において株式移転計画は承認され、2018年10月1日付で共同持株会社

が設立されました。 

  

（1） 企業結合の概要 

① 被取得企業の名称および事業の内容 

被取得企業の名称  北越銀行  

事業の内容     銀行業 

 

② 企業結合を行った主な理由 

人口減少等の影響により、将来的には預金・貸出の規模が縮小することが見込まれるほか、我が国での金融

緩和政策の長期化に伴って、今後は貸出業務における利鞘や有価証券運用収益の減少がさらに進むと予想され

ます。このように、両行を取り巻く経営環境は、今後ますます厳しいものとなることが予想され、より盤石な

経営基盤の確立が両行の共通した経営課題となっております。 

 加えて、フィンテックに代表される金融・IT 融合やデジタライゼーションの動きが進展する中で、金融サ

ービスのIT化をはじめとする顧客の新たなニーズへの機動的な対応や、更なる付加価値の創成が重要な課題

のひとつとなっているほか、新潟県においても地元企業による海外進出や海外企業との取引が増加する中で、

海外での事業展開ノウハウの提供を含むグローバルな視点でのコンサルティング機能の拡充も求められてお

ります。 

 両行の置かれている経営環境の変化及び顧客ニーズの多様化等を踏まえると、長きにわたり信頼関係を築

いてきた両行が経営統合を行い、それぞれの強みを活かして共通の経営課題に対処することが、地方銀行と

しての役割・使命を今後も永続的に果たすことに繋がり、ひいては両行の株主、お客さま及び地域の皆様に

最も貢献できるとの判断に至りました。 

③ 企業結合日 

2018年10月1日 
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④ 企業結合の法的形式 

株式移転による共同持株会社の設立 

⑤ 結合後企業の名称 

株式会社第四北越フィナンシャルグループ 

⑥ 取得した議決権比率 

100％ 

⑦ 取得企業を決定するに至った主な根拠 

企業結合に関する会計基準上の取得決定要素に基づいております。 

 

（2） 株式の種類別の移転比率及びその算定方法並びに交付株式数 

① 株式の種類別の移転比率 

（イ）当行の普通株式１株に対し、共同持株会社の普通株式１株 

（ロ）北越銀行の普通株式１株に対し、共同持株会社の普通株式0.5株 

② 算定方法 

当行は野村證券株式会社に、北越銀行はみずほ証券株式会社に、第三者算定機関として株式移転比率の算定

を依頼し、提出された報告書に基づき当事者間で協議の上、株式移転比率について合意・決定いたしました。 

③ 交付株式数 

普通株式 45,942,978株 

 

【重要な後発事象】 

     当行と株式会社北越銀行との経営統合について、【企業結合等関係】に記載のとおりであります。 
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（注） 「その他利益剰余金」について合計額により記載しておりますが、その内訳は次のとおりであります。 

前中間会計期間（自 2017年4月1日 至 2017年9月30日） 

当事業年度期首残高 当中間会計期間変動額 当中間会計期間末残高 

固定資産圧縮積立金 673百万円 －百万円 673百万円 

別途積立金 147,334百万円 7,000百万円 154,334百万円 

繰越利益剰余金 20,903百万円 △1,057百万円 19,846百万円 

当中間会計期間（自 2018年4月1日 至 2018年9月30日） 

当事業年度期首残高 当中間会計期間変動額 当中間会計期間末残高 

固定資産圧縮積立金 656百万円 －百万円 656百万円 

別途積立金 154,334百万円 5,000百万円 159,334百万円 

繰越利益剰余金 24,316百万円 △3,157百万円 21,158百万円 

（4） 【中間財務諸表に関する注記事項】 

【継続企業の前提に関する注記】 

該当事項はありません。 
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Ⅰ　2018年度中間決算ダイジェスト

１．損益の状況

（単位：億円）

2018年9月期 2017年9月期 増減

２８２ ２７７ ５ 

２９６ )(  ２８４ )(  １１ )(  

 資金利益 ２２６ ２２８ △ ２ 

 役務取引等利益 ５７ ４８ ９ 

 その他業務利益 △ １ ０ △ １ 

 （除く国債等債券損益） １２ )(  ７ )(  ４ )(  

２０４ ２１１ △ ７ 

 人件費 １１２ １１５ △ ２ 

 物件費 ７９ ８３ △ ３ 

７８ ６５ １２ 

 コア業務純益 ９２ ７３ １９ 

０ ― ０ 

 実質業務純益

 一般貸倒引当金繰入額

 業務粗利益

 （うちコア業務粗利益）

 経費

○コア業務粗利益…対前年同期比１１億円増益の２９６億円となりました。
資金利益が減少したものの、役務取引等利益及び国債等債券損益を除くその他業務利益が
それぞれ増加いたしました。

○コア業務純益…対前年同期比１９億円増益の９２億円となりました。
○実質業務純益…国債等債券損益が減少したものの、コア業務純益が増益となったことから、

対前年同期比１２億円増益の７８億円となりました。
○経常利益…株式等関係損益が９億円減少したことに加え、ネット信用コストが１２億円増加

したことから対前年同期比１１億円減益の９３億円となりました。
○中間純利益…対前年同期比７億円減益の６７億円となりました。

（1）

７８ ６５ １２ 

１４ ３９ △ ２４ 

 うち不良債権処理額（△） ５ ５ △ ０ 

 うち貸倒引当金戻入益 ― ８ △ ８ 

 うち償却債権取立益 １ ６ △ ４ 

 うち株式等関係損益 １５ ２４ △ ９ 

９３ １０４ △ １１ 

△ ３ △０ △ ２ 

６７ ７５ △ ７  中間純利益

 業務純益

 臨時損益

 特別損益

 経常利益

【コア業務粗利益・コア業務純益】

292 284 296
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（１）業務粗利益、コア業務粗利益

（単位：億円）

2018年9月期 2017年9月期 増減

２８２ ２７７ ５ 

２９６ )(                ２８４ )(                １１ )(                  

 資金利益 ２２６ ２２８ △ ２ 

 （うち貸出金利息） １４７ )(                １４２ )(                ４ )(                    

 （うち有価証券利息配当金） １０２ )(                １０８ )(                △ ５ )(                

 （うち資金調達費用） △ ２６ )(              △ ２４ )(              △ １ )(                

 役務取引等利益 ５７ ４８ ９ 

 その他業務利益 △ １ ０ △ １ 

 （除く国債等債券損益） １２ )(                  ７ )(                    ４ )(                    

 （うち国債等債券損益） △ １３ )(              △ ７ )(                △ ６ )(                

※コア業務粗利益 業務粗利益 国債等債券損益

 業務粗利益

 （うちコア業務粗利益）

○業務粗利益…対前年同期比５億円増益の２８２億円
資金利益が２億円、その他業務利益が１億円それぞれ減少したものの、役務取引等利益が９億円
増加したことによるものです。

○コア業務粗利益…対前年同期比１１億円増益の２９６億円
・資金利益…対前年同期比２億円減益の２２６億円

貸出金利息が４億円増加したものの、有価証券利息配当金が５億円減少したことに加え、外貨調達
コストの上昇等により資金調達費用が１億円増加したことを主因に２億円の減益となりました。

・役務取引等利益…対前年同期比９億円増益の５７億円
シンジケートローン等の各種金融ソリューション受入手数料や保険販売手数料などが増加したことが
要因です。

・その他業務利益(除く国債等債券損益)…対前年同期比４億円増益の１２億円
お客様の為替リスクや金利リスクのヘッジを目的としたデリバティブ収益の増加が要因です。

・国債等債券損益…対前年同期比６億円減益の△１３億円

（2）

※コア業務粗利益＝業務粗利益－国債等債券損益

（２）経費

（単位：億円）

2018年9月期 2017年9月期 増減

２０４ ２１１ △ ７ 

 人件費 １１２ １１５ △ ２ 

 物件費 ７９ ８３ △ ３ 

 税金 １１ １２ △ １ 

（３）実質業務純益、コア業務純益

※実質業務純益＝業務粗利益－経費（除く臨時費用分）
※コア業務純益＝業務粗利益(除く国債等債券損益)－経費(除く臨時費用分)

 経費

○経費…対前年同期比７億円減少の２０４億円
・人件費…対前年同期比２億円減少の１１２億円

業務効率化を中心とした働き方改革による時間外勤務手当の減少が主因です。
・物件費…対前年同期比３億円減少の７９億円

減価償却方法の変更（全て定額法に統一）や預金保険料率引下げが主因です。
・税金…対前年同期比１億円減少の１１億円

○実質業務純益…対前年同期比１２億円増益の７８億円
業務粗利益が５億円の増益となり、経費が７億円減少したことから、対前年同期比１２億円の増益となり
ました。

○コア業務純益…対前年同期比１９億円増益の９２億円

（2）
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（４）  経常利益、中間純利益

（単位：億円）

2018年9月期 2017年9月期 増減

９３ １０４ △ １１ 

△ ３ △０ △ ２ 

うち固定資産処分損益 △ ０ △ ０ △ ０ 

うちシステム解約損失引当金繰入額（特別損失） ２ ― ２ 

８９ １０４ △ １４ 

２２ ２９ △ ７ 

６７ ７５ △ ７ 

＜信用コストの内訳＞

（単位：億円）

2018年9月期 2017年9月期 増減

０ ― ０一般貸倒引当金繰入額①

 経常利益

 特別損益

 中間純利益

 法人税等税金関連費用

 税引前中間純利益

○経常利益…対前年同期比１１億円減益の９３億円
○中間純利益…対前年同期比７億円減益の６７億円

・ネット信用コスト…対前年同期比１２億円増加の３億円
前年は８億円の戻入だった貸倒引当金が１億円の繰入となったことを主因に、ネット信用コストは
１２億円増加いたしました。

・株式等関係損益…対前年同期比９億円減少の１５億円
株式等売却益が８億円減少したことを主因に株式等関係損益全体では対前年同期比９億円減少
いたしました。

・特別損益…対前年同期比２億円減益の△３億円
・法人税等税金関連費用は税引前中間純利益の減少等に伴い７億円減少いたしました。
・結果、中間純利益は対前年同期比７億円減益の６７億円となりました。

（3）

０ ― ０ 

 不良債権処理額② ５ ５ △ ０ 

 貸出金償却 ３ ４ △ １

 個別貸倒引当金繰入額 １ ― １ 

 延滞債権等売却損 ― ― ― 

 その他 ０ １ △ ０

 貸倒償却引当費用①＋② ５ ５ △ ０ 

 貸倒引当金戻入益③ ― ８ △ ８ 

 償却債権取立益④ １ ６ △ ４ 

 偶発損失引当金戻入益⑤ ０ ０ ０ 

 ネット信用コスト①＋②－③－④－⑤ ３ △ ８ １２ 

＜株式等関係損益＞

（単位：億円）

2018年9月期 2017年9月期 増減

 株式等関係損益 １５ ２４ △ ９ 

 株式等売却益 １６ ２５ △ ８ 

 株式等売却損 １ ０ ０ 

 株式等償却 ― ０ △ ０ 

 般貸倒引当金繰入額①

（3）
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２．預金等の状況

（１）預金

（単位：億円）

2018年9月末 2017年9月末 増減

４５,９８０ ４５,５０４ ４７５ 

２,０３７ １,６５７ ３７９ 

４８,０１７ ４７,１６２ ８５５ 

 うち県内預金等残高 ４６,９０５ ４５,９２３ ９８２ 

（２）預かり資産

（単位：億円）

2018年9月末 2017年9月末 増減

 預かり資産残高　　③ ５,６９６ ５,５０８ １８８ 

 投資信託 １,２６２ １,１３５ １２６ 

 公共債 １,１２３ １,２４４ △ １２１ 

 保険 ３,３１１ ３,１２７ １８３ 

 預金等残高　　　  ④ ４８,０１７ ４７,１６２ ８５５ 

 合計残高   （③＋④） ５３,７１４ ５２,６７０ １,０４３ 

 預金残高　　　　　　①

 譲渡性預金残高　 ②

 預金等残高　（①＋②）

○預金等残高は対前年同期比８５５億円増加し４兆８，０１７億円となりました。
○県内預金等残高は対前年同期比９８２億円増加し、４兆６，９０５億円となりました。

○預金等残高と預かり資産残高合計で対前年同期比１，０４３億円増加いたしました。
公共債は１２１億円減少いたしましたが、投資信託は１２６億円、保険は１８３億円、預金等残高は

８５５億円それぞれ増加いたしました。

（4）

３．貸出金の状況

（１）貸出金

（単位：億円）

2018年9月末 2017年9月末 増減

 貸出金残高 ３３,０５１ ３１,８２９ １,２２２ 

 うち県内貸出金残高 ２３,９９７ ２３,１６０ ８３６ 

 うち県外貸出金残高 ９,０５４ ８,６６８ ３８５ 

 うち個人住宅ローン残高 ７,４３０ ６,９２０ ５０９ 

○貸出金残高は対前年同期比１，２２２億円増加し３兆３，０５１億円となりました。
○県内貸出金残高は対前年同期比８３６億円、県外貸出金残高は対前年同期比３８５億円

それぞれ増加いたしました。
○個人住宅ローン残高は対前年同期比５０９億円増加し７，４３０億円となりました。

【預金等と預かり資産】
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４．不良債権の状況

＜金融再生法開示債権＞
（単位：億円）

2018年9月末 2018年3月末 増減

 破産更生等債権 ３２ ３９ △ ７ 

 危険債権 ３２７ ３４４ △ １６ 

 要管理債権 ３８ ４８ △ ９ 

 　 小計 ３９９ ４３２ △ ３３ 

 正常債権 ３３,５４０ ３２,９２１ ６１９ 

 　債権額合計 ３３,９４０ ３３,３５４ ５８５ 

 不良債権比率 １.１７％　 １.２９％　 △ ０.１２％　

○不良債権額は対前年度末比３３億円減少し３９９億円となり、債権額に占める割合、不良債権
比率も０．１２％低下の１．１７％となりました。

○破産更生等債権は７億円、危険債権は１６億円、要管理債権は９億円それぞれ減少いたしまし
た。

【不良債権比率】
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５．連結決算の状況

＜前年比較＞
（単位：億円）

2018年9月期 2017年9月期 増減

 経常収益 ４８６ ４９４ △ ７ 

 経常利益 ９９ １１１ △ １２ 

 親会社株主に帰属する中間純利益 ６５ ７４ △ ８ 

＜連単倍率＞
（単位：億円）

連結 単体 連単倍率

 経常収益 ４８６ ３８２ １．２７倍

 経常利益 ９９ ９３ １．０６倍

 親会社株主に帰属する中間純利益 ６５ ６７ ０．９６倍

○連結決算は当行及び連結子会社７社で構成されております。
○単体決算同様に経常利益は１２億円の減益、親会社株主に帰属する中間純利益は８億円の

減益となりました。７社全てにおいて中間純利益を計上すると共に純資産も十分な水準を確保
しております。

2017/9期 2018/3期 2018/9期 2017/9期 2018/3期 2018/9期

（5）
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６．自己資本比率（速報値、国内基準）

７．2018年度業績予想

【単体】
（単位：億円）

2018年度予想 2017年度実績 増減

○単体自己資本比率９．６２％、連結自己資本比率１０．２１％
早期是正措置の発動基準である４％を十分上回る水準を確保しております。

○リスクアセットの計算に際し、信用リスクは「標準的手法」を、オペレーショナル・リスクは「粗利益
配分手法」を採用しております。

○単体
経常利益は２９億円減益の１５７億円、当期純利益は３３億円減益の１０１億円を見込んでおります。

○連結
経常利益は２９億円減益の１７７億円、親会社株主に帰属する当期純利益は３５億円減益の
１０２億円を見込んでおります。

【連結】
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 コア業務純益 １５０ １５８ △ ８

 経常利益 １５７ １８６ △ ２９

 当期純利益 １０１ １３４ △ ３３

【連結】
（単位：億円）

2018年度予想 2017年度実績 増減

 経常利益 １７７ ２０６ △ ２９

 親会社株主に帰属する当期純利益 １０２ １３７ △ ３５

※上記の業績予想の数値は、2018年10月１日に公表した第四北越フィナンシャルグループの通期連結
　業績予想（下記＜参考＞）において考慮していたFG全体のマイナスシナジー（統合費用・減損）等の
　うち、当行分を反映させたものとなっております。
　なお、第四北越フィナンシャルグループの業績予想に変更はありません。

＜参考＞第四北越フィナンシャルグループ通期連結業績予想
（単位：億円）

2018年度予想

 経常利益 １６０

 親会社株主に帰属する当期純利益 ５６０

【連結】

10.2110.2510.56
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自己資本比率

【単体】

9.629.659.95
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自己資本比率
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Ⅱ　2018年度中間決算の概況
１． 損益状況
【単体】 　　     　（百万円）

2017年9月期比

 業務粗利益 １ ２８,２５４ ５２２ ２７,７３２ 

 （除く国債等債券損益（５勘定尻）） ２ ２９,６５４ )(            １,１７６ )(              ２８,４７８ )(            

 資金利益 ３ ２２,６３４ )(            △ ２５３ )(            ２２,８８７ )(            

 役務取引等利益 ４ ５,７７１ ９５３ ４,８１８ 

 その他業務利益 ５ △ １５１ △ １７７ ２６ 

 （うち国債等債券損益） ６ △ １,３９９ )(         △ ６５３ )(            △ ７４６ )(            

 うち国内業務粗利益 ７ ２８,３１２ ９４０ ２７,３７２ 

 （除く国債等債券損益（５勘定尻）） ８ ２７,９７９ )(            １,０２１ )(              ２６,９５８ )(            

 資金利益 ９ ２２,０３７ ８９ ２１,９４８ 

 役務取引等利益 １０ ５,７２０ ９３７ ４,７８３ 

 その他業務利益 １１ ５５４ △ ８７ ６４１ 

 （うち国債等債券損益） １２ ３３２ )(                 △ ８２ )(              ４１４ )(                 

 うち国際業務粗利益 １３ △ ５７ △ ４１６ ３５９ 

 （除く国債等債券損益（５勘定尻）） １４ １,６７４ )(              １５４ )(                 １,５２０ )(              

 資金利益 １５ ５９６ △ ３４３ ９３９ 

 役務取引等利益 １６ ５１ １６ ３５ 

 その他業務利益 １７ △ ７０５ △ １,３１９ ６１４ 

 （うち国債等債券損益） １８ △ １,７３２ )(         △ ５７２ )(            △ １,１６０ )(         

 経費（除く臨時処理分） １９ ２０,４２６ △ ７４１ ２１,１６７ 

 人件費 ２０ １１,２７２ △ ２６９ １１,５４１ 

 物件費 ２１ ７,９９４ △ ３６１ ８,３５５ 

 税金 ２２ １,１５９ △ １１１ １,２７０ 

 実質業務純益 ２３ ７,８２７ １,２６２ ６,５６５ 

 （除く国債等債券損益（５勘定尻）） ２４ ９,２２７ )(              １,９１６ )(              ７,３１１ )(              

 ①一般貸倒引当金繰入額 ２５ １４ １４ ― 

 業務純益 ２６ ７,８１３ １,２４８ ６,５６５ 

（除く国債等債券損益（５勘定尻）） ２７ ９ ２１３ )( １ ９０２ )( ７ ３１１ )(

2018年9月期 2017年9月期
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 （除く国債等債券損益（５勘定尻）） ２７ ９,２１３ )(             １,９０２ )(              ７,３１１ )(             

 臨時損益 ２８ １,４８９ △ ２,４３７ ３,９２６ 

 ②不良債権処理額 ２９ ５６１ △ ２１ ５８２ 

 貸出金償却 ３０ ３５９ △ １０８ ４６７ 

 個別貸倒引当金繰入額 ３１ １０８ １０８ ― 

 延滞債権等売却損 ３２ ― ― ― 

 その他 ３３ ９２ △ ２３ １１５ 

 （貸倒償却引当費用①＋②） ３４ ５７５ )(                 △ ７ )(                ５８２ )(                 

 貸倒引当金戻入益 ３５ ― △ ８０９ ８０９ 

 偶発損失引当金戻入益※ ３６ ５７ ２１ ３６ 

 償却債権取立益 ３７ １９６ △ ４３９ ６３５ 

 株式等関係損益 ３８ １,５３８ △ ９６０ ２,４９８ 

 株式等売却益 ３９ １,６６８ △ ８９８ ２,５６６ 

 株式等売却損 ４０ １３０ ９８ ３２ 

 株式等償却 ４１ ― △ ３５ ３５ 

 その他臨時損益 ４２ ２５９ △ ２７０ ５２９ 

 経常利益 ４３ ９,３０３ △ １,１８８ １０,４９１ 

 特別損益 ４４ △ ３１１ △ ２９０ △ ２１ 

 うち固定資産処分損益 ４５ △ ２７ △ ６ △ ２１ 

 うちシステム解約損失引当金繰入額（特別損失） ４６ ２８４ ２８４ ― 

 税引前中間純利益 ４７ ８,９９１ △ １,４７９ １０,４７０ 

 法人税、住民税及び事業税 ４８ ２,０３７ △ ７３２ ２,７６９ 

 法人税等調整額 ４９ １８２ △ ４ １８６ 

 中間純利益 ５０ ６,７７２ △ ７４２ ７,５１４ 

(参考)

 ネット信用コスト　２５＋２９－３５－３６－３７ ５１ ３２１ １,２１９ △ ８９８ 

※与信関連の信用コスト相当分のみ計上
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【連結】

＜連結損益計算書ベース＞
　　     　（百万円）

2017年9月期比

 連結粗利益 １ ３１,００９ ３２２ ３０,６８７ 

 資金利益 ２ ２２,１１５ △ ４４３ ２２,５５８ 

 役務取引等利益 ３ ７,９２１ ９７５ ６,９４６ 

 その他業務利益 ４ ９７３ △ ２０９ １,１８２ 

 営業経費 ５ ２２,７６０ △ １,１２６ ２３,８８６ 

 貸倒償却引当費用 ６ ８２８ ２４６ ５８２ 

 貸出金償却 ７ ３５９ △ １０８ ４６７ 

 個別貸倒引当金繰入額 ８ ３２２ ３２２ ― 

 一般貸倒引当金繰入額 ９ ５３ ５３ ― 

 延滞債権等売却損 １０ ― ― ― 

 その他 １１ ９２ △ ２３ １１５ 

 貸倒引当金戻入益 １２ ― △ ４４８ ４４８ 

 償却債権取立益 １３ ２０１ △ ４４１ ６４２ 

 株式等関係損益 １４ １,６８４ △ ９２７ ２,６１１ 

 その他 １５ ６０１ △ ６１７ １,２１８ 

 経常利益 １６ ９,９０８ △ １,２３１ １１,１３９ 

 特別損益 １７ △ ３１１ △ ２９５ △ １６ 

 税金等調整前中間純利益 １８ ９,５９６ △ １,５２６ １１,１２２ 

 法人税、住民税及び事業税 １９ ２,６０７ △ ６８８ ３,２９５ 

 法人税等調整額 ２０ ７７ １７ ６０ 

 中間純利益 ２１ ６,９１２ △ ８５５ ７,７６７ 

 非支配株主に帰属する中間純利益 ２２ ３６８ １４ ３５４ 

 親会社株主に帰属する中間純利益 ２３ ６,５４３ △ ８７０ ７,４１３ 

（注）連結粗利益＝（資金運用収益－（資金調達費用－金銭の信託運用見合費用））

2018年9月期 2017年9月期
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（注）連結粗利益 （資金運用収益 （資金調達費用 金銭の信託運用見合費用））

　　　 ＋（役務取引等収益－役務取引等費用）＋（その他業務収益－その他業務費用）

    ・表示方法の変更に伴い、前年同期の数値を組み替えて表示しております。

（参考） （百万円）

 連結業務純益 ２４ ８,３０３ ８２１ ７,４８２ 

（注）連結業務純益＝単体業務純益＋子会社業務純益＋関連会社業務純益×持分－内部取引

（連結対象会社数）

（社）

 連結子会社数 ７ ― ７ 

 持分法適用会社数 ― ― ― 

２．業務純益  【単体】
（百万円）

2017年9月期比

 (1) 業務純益（一般貸倒引当金繰入前） ７,８２７ １,２６２ ６,５６５ 

 職員一人当たり(千円) ３,３８４ ５９２ ２,７９２ 

 (2) コア業務純益 ９,２２７ １,９１６ ７,３１１ 

 職員一人当たり(千円) ３,９８９ ８８０ ３,１０９ 

 (3) 業務純益 ７,８１３ １,２４８ ６,５６５ 

 職員一人当たり(千円) ３,３７８ ５８６ ２,７９２ 

※計算の基礎となる職員数は期中平均人員（出向者を除く）で計算しております。

2018年9月期 2017年9月期
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３．預金等、貸出金残高  【単体】
 海外店は有しておりませんので、国内店のみの計数であります。

①末残 
（百万円）

2018年3月末比 2017年9月末比

増減額 増減率 増減額 増減率
 預金等（預金＋譲渡性預金） 4,801,769 △38,426 △ 0.79% 85,522 1.81% 4,840,195 4,716,247 

 新潟県内 4,690,596 △50,411 △ 1.06% 98,287 2.14% 4,741,007 4,592,309 

 新潟県外 111,173 11,986 12.08% △12,764 △ 10.29% 99,187 123,937 

 貸出金 3,305,197 59,027 1.81% 122,251 3.84% 3,246,170 3,182,946 

 新潟県内 2,399,762 38,321 1.62% 83,692 3.61% 2,361,441 2,316,070 

 新潟県外 905,434 20,705 2.34% 38,558 4.44% 884,729 866,876 

②平残 
（百万円）

2018年3月期比 2017年9月期比

増減額 増減率 増減額 増減率
 預金等（預金＋譲渡性預金） 4,811,494 119,306 2.54% 109,698 2.33% 4,692,188 4,701,796 

 新潟県内 4,706,207 121,120 2.64% 113,581 2.47% 4,585,087 4,592,626 

 新潟県外 105,286 △1,814 △ 1.69% △3,883 △ 3.55% 107,100 109,169 

 貸出金 3,230,255 76,288 2.41% 118,273 3.80% 3,153,967 3,111,982 

 新潟県内 2,342,922 51,958 2.26% 83,924 3.71% 2,290,964 2,258,998 

 新潟県外 887,332 24,330 2.81% 34,348 4.02% 863,002 852,984 

４．投資信託・公共債等預かり資産残高
（ ）

2018年3月末 2017年9月末

2018年3月期 2017年9月期

2018年9月末

2018年9月期

（9）

（百万円）

2018年 2017年

3月末比 9月末比

 投資信託 126,215 4,552 12,631 121,663 113,584 

 公共債 112,346 △5,778 △12,133 118,124 124,479 

 保険 331,104 18,798 18,321 312,306 312,783 

５．利鞘  【単体】
(1) 全店分

　　     　（％）

2017年

9月期比

 資金運用利回 ① ０.９７ △ ０.０１ ０.９８ 

 貸出金利回 ② ０.９１ ０.００ ０.９１ 

 有価証券利回 ③ １.２１ △ ０.０１ １.２２ 

 資金調達利回 ④ ０.０９ ０.００ ０.０９ 

 預金等利回 ⑤ ０.０１ ０.００ ０.０１ 

 外部負債利回 ⑥ ０.４１ △ ０.０３ ０.４４ 

 預金等原価 ⑦ ０.８６ △ ０.０５ ０.９１ 

 経費率 ⑧ ０.８４ △ ０.０５ ０.８９ 

 資金調達原価 ⑨ ０.８３ △ ０.０４ ０.８７ 
 預貸金レート差 ②－⑤ ０.９０ ０.００ ０.９０ 
 運用･調達レート差 ①－④ ０.８８ △ ０.０１ ０.８９ 
 預貸金利鞘 ②－⑦ ０.０５ ０.０５ ０.００ 
 総資金利鞘 ①－⑨ ０.１４ ０.０３ ０.１１ 

2018年3月末 2017年9月末

利　鞘

2018年9月末

2018年9月期 2017年9月期

（9）

㈱第四銀行　2019年3月期第2四半期（中間期）決算短信



(2) 国内業務部門分
　　     　（％）

2017年
9月期比

 資金運用利回 ① ０.９１ △ ０.０１ ０.９２ 

 貸出金利回 ② ０.８８ △ ０.０２ ０.９０ 

 有価証券利回 ③ １.１１ △ ０.０２ １.１３ 

 資金調達利回 ④ ０.０１ ０.００ ０.０１ 

 預金等利回 ⑤ ０.０１ ０.００ ０.０１ 

 外部負債利回 ⑥ ０.００ ０.００ ０.００ 

 預金等原価 ⑦ ０.８４ △ ０.０６ ０.９０ 

 経費率 ⑧ ０.８３ △ ０.０５ ０.８８ 

 資金調達原価 ⑨ ０.７６ △ ０.０７ ０.８３ 

 預貸金レート差 ②－⑤ ０.８７ △ ０.０２ ０.８９ 

 運用･調達レート差 ①－④ ０.９０ △ ０.０１ ０.９１ 

 預貸金利鞘 ②－⑦ ０.０４ ０.０４ ０.００ 
 総資金利鞘 ①－⑨ ０.１５ ０.０６ ０.０９ 

６．有価証券【単体】
(1) 損益

  （百万円）

2018年9月期 2017年9月期

2017年

9月期比

 国債等債券損益（５勘定尻） △ １,３９９ △ ６５３ △ ７４６ 

 売却益 ４３２ △ ３８ ４７０ 

償還益 ３６ ２５ １１

2018年9月期 2017年9月期

利　鞘
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 償還益 ３６ ２５ １１ 

 売却損 １,８２６ ６２３ １,２０３ 

 償還損 １７ △ ８ ２５ 

 償却 ２４ ２４ ― 

 株式等損益（３勘定尻） １,５３８ △ ９６０ ２,４９８ 

 売却益 １,６６８ △ ８９８ ２,５６６ 

 売却損 １３０ ９８ ３２ 

 償却 ― △ ３５ ３５ 

(2)有価証券の評価損益

　①    有価証券の評価基準

　売買目的有価証券 　時価法（評価差額を損益処理）

　満期保有目的有価証券 　償却原価法

　その他有価証券 　時価法（評価差額を全部純資産直入）

　子会社株式及び関連会社株式 　原価法

（10）
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　②    評価損益
  （百万円）

2018年9月末 2018年3月末
【連結】  評価損益  評価損益

前期末比 評価益 評価損 評価益 評価損

 満期保有目的 1,905 △510 1,913 8 2,415 2,416 0

 その他有価証券 76,677 915 95,783 19,105 75,762 94,225 18,463 

 株式 67,781 927 69,249 1,468 66,854 67,972 1,118 

 債券 8,406 △4,304 9,645 1,238 12,710 13,112 402 

 その他 489 4,291 16,887 16,398 △3,802 13,139 16,942 

　　うち外国債券 △5,188 389 573 5,762 △5,577 168 5,745 

合計 78,583 406 97,696 19,113 78,177 96,641 18,464 

 株式 67,781 927 69,249 1,468 66,854 67,972 1,118 

 債券 10,312 △4,813 11,558 1,246 15,125 15,529 403 

 その他 489 4,291 16,887 16,398 △3,802 13,139 16,942 

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価額と

取得価額との差額を計上しております。

　２．2018年9月末の「その他有価証券」に係る評価差額金は、51,538百万円、2018年3月末の

「その他有価証券」に係る評価差額金は、51,126百万円であります。

  （百万円）

2018年9月末 2018年3月末

【単体】  評価損益  評価損益

前期末比 評価益 評価損 評価益 評価損

 満期保有目的 1,905 △510 1,913 8 2,415 2,416 0

 子会社・関係会社株式 ― ― ― ― ― ― ―

 その他有価証券 70,422 1,016 89,498 19,075 69,406 87,843 18,436 

 株式 61,527 1,029 62,964 1,437 60,498 61,590 1,092 

債券

（11）

 債券 8,406 △4,304 9,645 1,238 12,710 13,112 402 

 その他 489 4,291 16,887 16,398 △3,802 13,139 16,942 

　　うち外国債券 △5,188 389 573 5,762 △5,577 168 5,745 

合計 72,328 507 91,411 19,083 71,821 90,259 18,437 

 株式 61,527 1,029 62,964 1,437 60,498 61,590 1,092 

 債券 10,312 △4,813 11,558 1,246 15,125 15,529 403 

 その他 489 4,291 16,887 16,398 △3,802 13,139 16,942 

（注）１．「その他有価証券」については、時価評価しておりますので、上記の表上は、貸借対照表価額と

取得価額との差額を計上しております。

　２．2018年9月末の「その他有価証券」に係る評価差額金は、49,198百万円、2018年3月末の

「その他有価証券」に係る評価差額金は、48,719百万円であります。

（11）
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７．自己資本比率
自己資本比率は、国内基準を適用しております。

【連結】
　　     　（百万円）

 　2018年9月末（速報値） 2018年3月末 2017年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

　(1) 自己資本比率　　(2)／(3) 10.21% △ 0.04% △ 0.35% 10.25% 10.56% 

　(2)　自己資本 ①－② 278,714 5,938 8,823 272,776 269,891 

　コア資本に係る基礎項目　① 285,285 5,608 9,577 279,677 275,708 

　コア資本に係る調整項目　② 6,571 △329 754 6,900 5,817 

　(3) リスクアセット（注） 2,727,732 67,059 173,234 2,660,673 2,554,498 

（注）信用リスク・アセットの額及びオペレーショナル・リスク相当額に係る額の合計であります。

　　なお、信用リスク・アセットは「標準的手法」を、オペレーショナル・リスクは「粗利益配分手法」を採用し

　　算出しております。

【単体】
　　     　（百万円）

 　2018年9月末（速報値） 2018年3月末 2017年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

　(1) 自己資本比率　　(2)／(3) 9.62% △ 0.03% △ 0.33% 9.65% 9.95% 

　(2)　自己資本 ①－② 258,770 5,655 8,384 253,115 250,386 

　コア資本に係る基礎項目　① 266,275 5,422 9,789 260,853 256,486 

　コア資本に係る調整項目　② 7,504 △234 1,404 7,738 6,100 

　(3) リスクアセット（注） 2,689,063 67,580 174,345 2,621,483 2,514,718 

（注）信用リスク・アセットの額及びオペレーショナル・リスク相当額に係る額の合計であります。

（12）

　 　なお、信用リスク・アセットは「標準的手法」を、オペレーショナル・リスクは「粗利益配分手法」を採用し

　   算出しております。

８．ROE  【単体】
　　     　（％）

2018年9月期 2017年9月期

2017年9月期比

 コア業務純益ベース 5.93 1.16 4.77 

 業務純益ベース 5.02 0.73 4.29 

 経常利益ベース 5.97 △ 0.88 6.85 

 中間純利益ベース 4.35 △ 0.56 4.91 

(注)「純資産の部」の期首と期末の平均残高(除く新株予約権)により算出しております。

（12）
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Ⅲ  貸出金等の状況

・部分直接償却を実施しております。

・未収利息不計上基準

破綻先・実質破綻先・破綻懸念先の未収利息は、すべて収益不計上としております。

１．金融再生法開示債権【単体】
　　     　（百万円）

2018年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

 破産更生等債権 3,222 △718 △881 3,940 4,103 

 破綻先債権 1,174 125 48 1,049 1,126 

 実質破綻先債権 2,048 △843 △929 2,891 2,977 

 危険債権 32,792 △1,656 △5,550 34,448 38,342 

 要管理債権 3,894 △973 △1,518 4,867 5,412 

小計 39,910 △3,346 △7,948 43,256 47,858 

 正常債権 3,354,093 61,941 129,910 3,292,152 3,224,183 

債権額合計 3,394,003 58,594 121,962 3,335,409 3,272,041 

○債権総額に占める割合
　　     　　　　（％）

2018年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

 破産更生等債権 0.09 △ 0.02 △ 0.03 0.11 0.12 

 破綻先債権 0.03 0.00 0.00 0.03 0.03 

 実質破綻先債権 0.06 △ 0.02 △ 0.03 0.08 0.09 

2017年9月末

2017年9月末

2018年3月末

2018年3月末

（13）

 危険債権 0.96 △ 0.07 △ 0.21 1.03 1.17 

 要管理債権 0.11 △ 0.03 △ 0.05 0.14 0.16 

小計 1.17 △ 0.12 △ 0.29 1.29 1.46 

 正常債権 98.82 0.12 0.29 98.70 98.53 

債権額合計 100.00 100.00 100.00 

○金融再生法開示債権の保全状況
　　     　（百万円）

2018年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

 保全額（Ａ） 32,791 △2,955 △6,408 35,746 39,199 

 貸倒引当金 4,177 △196 △1,016 4,373 5,193 

 担保保証等 28,614 △2,759 △5,392 31,373 34,006 

 債権額合計（Ｂ） 39,910 △3,346 △7,948 43,256 47,858 

 保全率（Ａ）÷（Ｂ） 82.16% △ 0.47% 0.26% 82.63% 81.90% 

2017年9月末2018年3月末

（13）
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２．リスク管理債権
（１）リスク管理債権の状況

 ①【単体】
　　     　（百万円）

2018年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

 破綻先債権額 1,111 128 72 983 1,039 

 延滞債権額 34,745 △2,439 △6,363 37,184 41,108 

 ３ヵ月以上延滞債権額 551 △391 306 942 245 

 貸出条件緩和債権額 3,343 △582 △1,824 3,925 5,167 

計 39,752 △3,284 △7,808 43,036 47,560 

（部分直接償却額） (7,968) (33) (△2,307) (7,935) (10,275) 

 【参考】貸出金残高（末残） 3,305,197 59,027 122,251 3,246,170 3,182,946 

○貸出金残高に占める割合
　　   　　　  　（％）

2018年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

 破綻先債権額 0.03 0.00 0.00 0.03 0.03 

 延滞債権額 1.05 △ 0.09 △ 0.24 1.14 1.29 

 ３ヵ月以上延滞債権額 0.01 △ 0.01 0.01 0.02 0.00 

 貸出条件緩和債権額 0.10 △ 0.02 △ 0.06 0.12 0.16 

計 1.20 △ 0.12 △ 0.29 1.32 1.49 

 ②【連結】
　　     　（百万円）

2018年3月末 2017年9月末

2018年3月末 2017年9月末

（14）

2018年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

 破綻先債権額 1,294 119 △7 1,175 1,301 

 延滞債権額 35,675 △2,515 △6,381 38,190 42,056 

 ３ヵ月以上延滞債権額 551 △391 306 942 245 

 貸出条件緩和債権額 3,343 △582 △1,824 3,925 5,167 

計 40,863 △3,370 △7,907 44,233 48,770 

（部分直接償却額） (7,968) (33) (△2,307) (7,935) (10,275) 

 【参考】貸出金残高（末残） 3,295,065 59,006 123,367 3,236,059 3,171,698 

○貸出金残高に占める割合
　　   　　　  　（％）

2018年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

 破綻先債権額 0.03 0.00 △ 0.01 0.03 0.04

 延滞債権額 1.08 △ 0.10 △ 0.24 1.18 1.32

 ３ヵ月以上延滞債権額 0.01 △ 0.01 0.01 0.02 0.00
 貸出条件緩和債権額 0.10 △ 0.02 △ 0.06 0.12 0.16

計 1.24 △ 0.12 △ 0.29 1.36 1.53

2018年3月末 2017年9月末

2018年3月末 2017年9月末

（14）
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３．貸倒引当金の状況

 　(1) 単体
（百万円）

2018年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

 貸倒引当金

 一般貸倒引当金

 個別貸倒引当金

（注）特定海外債権引当金は、該当ありません。

  (2) 連結
（百万円）

2018年9月末

2018年 2017年

3月末比 9月末比

 貸倒引当金

 一般貸倒引当金

 個別貸倒引当金
（注）特定海外債権引当金は、該当ありません。

６,３５８ 

６,５２６ ６,２３８ 

４,００７ 

2017年9月末

１０,６２６ 

５,８３８ 

４,７８７ 

2018年3月末

６,１３７ 

△ ９５ 

１４ 

１０,０５０ 

2018年3月末

１０,１４５ △ ５７６ 

３１３ ６,１５１ 

３４２ 

１２,９３８ 

６,５８０ 

１０２ 

５４ 

△ １０９ 

４９ △ ８７７ ６,３０９ ７,２３５ 

△ ８８９ ３,８９８ 

△ ５３６ 

2017年9月末

１２,８３６ １３,４７４ 
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４.　自己査定の状況【単体】
　　(百万円)

―         

（注）( )内は引当前の分類金額。

５.　自己査定・保全の状況と開示債権【単体】
（単位：億円）

その他の要注意先 191,099           46,996            

自己査定と保全の状況

3,394,003        

金融再生法開示債権

3,231,366        ―                  4,507             

リスク管理債権

 破綻先

 実質破綻先

158,129        合　　　計

全 高

要
注
意
先

(8,272)           

4,254            

144,102        

 破綻懸念先 32,792             
21,200        

7,084            
4,507             

Ⅳ分類

2,687            (82)               

1,174              
535                

(403)              
―

4,467              212                

(50)               

債務者区分

 正常先

要管理先

分類状況（部分直接償却実施後）

債権残高

2,048              

(17,434)      

非分類 Ⅱ分類 Ⅲ分類

3,162,421        3,162,421        

高

（16）

残高 保全率

11          

20          

要管理先 44          32.7% 

1,910      

31,624    

33,940     

 破綻懸念先

 実質破綻先

 破綻先

(10)        

11          

100.0% 1           

37          

区分

 ３カ月以上
 延滞債権

(2)         (32.9%)   

245         

 延滞債権

区分

30          

86.2% 

 破綻先債権
破産更生等

債権

危険債権

要管理債権
うち

要管理
債権要

注
意
先

保全額

 貸出条件
 緩和債権

327 

残高

33          

その他の
要注意先

合　　計

引当金

32 

(38)        

327         

397        

38 

5            

残高

347        

33,540 

33,940 合　　計 合　　計

 正常先

11          3           

 正常債権

小 計 399 

（16）（16）
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６．業種別貸出状況等【単体】

(1)   業種別貸出金 　　     　（百万円）

2018年
3月末比

2017年
9月末比

 国内店分(除く特別国際金融取引勘定分) 3,305,197       59,027        122,251      3,246,170       3,182,946       

 製造業 347,077          15,005        8,575         332,072          338,502          

 農業、林業 6,659             579            869            6,080             5,790             

 漁業 1,262             226            303            1,036             959                

 鉱業、採石業、砂利採取業 5,876             △ 590        △ 124        6,466             6,000             

 建設業 98,391           897            6,561         97,494           91,830           

 電気･ガス･熱供給･水道業 75,581           8,526         17,235        67,055           58,346           

 情報通信業 16,802           △ 4,127     △ 871        20,929           17,673           

 運輸業、郵便業 107,439          1,986         △ 9,998     105,453          117,437          

 卸売業、小売業 321,706          △ 3,377     3,461         325,083          318,245          

 金融業、保険業 280,527          △ 23,193   △ 16,462   303,720          296,989          

 不動産業、物品賃貸業 520,041          22,075        43,581        497,966          476,460          

 各種サービス業 214,752          △ 5,049     5,748         219,801          209,004          

 国・地方公共団体 489,203          △ 4,183     △ 12,459   493,386          501,662          

 その他 819,873          50,250        75,830        769,623          744,043          

 海外店分及び特別国際金融取引勘定分 ―                  ―              ―              ―                 ―                 

合計 3,305,197       59,027        122,251      3,246,170       3,182,946       

(2)   業種別リスク管理債権 　　     　（百万円）

2018年
3月末比

2017年
9月末比

国内店分(除く特別国際金融取引勘定分) 39 752 △ 3 284 △ 7 808 43 036 47 560

2018年9月末

2018年9月末

2018年3月末 2017年9月末

2018年3月末 2017年9月末

（17）

 国内店分(除く特別国際金融取引勘定分) 39,752         △ 3,284   △ 7,808   43,036           47,560         

 製造業 5,763             △ 2,191     △ 2,648     7,954             8,411             

 農業、林業 509                190            225            319                284                

 漁業 ―                  ―              ―              ―                 ―                 

 鉱業、採石業、砂利採取業 21                  △ 4           △ 8           25                 29                 

 建設業 3,936             △ 343        △ 825        4,279             4,761             

 電気･ガス･熱供給･水道業 16                  16              16              ―                 ―                 

 情報通信業 539                77              119            462                420                

 運輸業、郵便業 1,251             697            707            554                544                

 卸売業、小売業 9,912             102            △ 1,955     9,810             11,867           

 金融業、保険業 20 20 0 0 20 

 不動産業、物品賃貸業 2,797             △ 618        △ 87         3,415             2,884             

 各種サービス業 11,096           △ 1,543     △ 3,387     12,639           14,483           

 国・地方公共団体 ―                  ―              ―              ―                 ―                 

 その他 3,888             315            36              3,573             3,852             

 海外店分及び特別国際金融取引勘定分 ―                  ―              ―              ―                 ―                 

合計 39,752           △ 3,284     △ 7,808     43,036           47,560           

(3) 個人ローン残高 　　     　（百万円）

2018年
3月末比

2017年
9月末比

 個人ローン残高 799,363          29,740        55,320        769,623          744,043          

 住宅ローン残高 743,080          27,145        50,994        715,935          692,086          

 その他ローン残高 56,283           2,595         4,327         53,688           51,956           

(4) 中小企業等貸出 （百万円）

2018年
3月末比

2017年
9月末比

中小企業等貸出残高

2018年9月末 2018年3月末 2017年9月末

2018年9月末 2018年3月末 2017年9月末

中小企業等貸出残高 2,037,762       78,569        154,508      1,959,193       1,883,254       

中小企業等貸出比率 61.65% 1.30% 2.49% 60.35% 59.16%

（17）
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Ⅳ 2018年度業績予想

１．単体
　     　（単位：億円）

2019年3月期予想 2018年3月期実績 差異

 コア業務純益 １５０ １５８ △ ８ 

 経常利益 １５７ １８６ △ ２９ 

 当期純利益 １０１ １３４ △ ３３ 

２．連結
　　     　（単位：億円）

2019年3月期予想 2018年3月期実績 差異

 経常利益 １７７ ２０６ △ ２９ 

１０２ １３７ △ ３５ 

※上記の業績予想の数値は、2018年10月１日に公表した第四北越フィナンシャルグループの通期
　連結業績予想（下記＜参考＞）において考慮していたFG全体のマイナスシナジー（統合費用・
　減損）等のうち、当行分を反映させたものとなっております。
　なお、第四北越フィナンシャルグループの業績予想に変更はありません。

＜参考＞第四北越フィナンシャルグループ通期連結業績予想

（単位：億円）
2018年度予想

 経常利益 １６０

５６０ 親会社株主に帰属する当期純利益

 親会社株主に帰属する当期純利益

（18）（18）
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Ⅴ 第四北越フィナンシャルグループ　２行合算・連結業績予想
（第四銀行と北越銀行の２行単体計数の単純合算）

１．損益状況【２行単体単純合算】
　　     　（百万円）

2018年9月期 2017年9月期

2017年9月期比

 業務粗利益 １ ４２,７５６ ２７５ ４２,４８１ 

 （コア業務粗利益） ２ ４３,６４０ )(  １,０５４ )(  ４２,５８６ )(  

 資金利益 ３ ３４,７０５ △ １,０５７ ３５,７６２ 

 役務取引等利益 ４ ７,１８３ ９８９ ６,１９４ 

 その他業務利益 ５ ８６７ ３４４ ５２３ 

 経費（除く臨時処理分） ６ ３１,３２８ △ ８６５ ３２,１９３ 

 人件費 ７ １７,３２９ △ ２９６ １７,６２５ 

 物件費 ８ １２,１１９ △ ４０６ １２,５２５ 

 税金 ９ １,８７８ △ １６３ ２,０４１ 

 実質業務純益 １０ １１,４２６ １,１３８ １０,２８８ 

（ コア業務純益） １１ １２,３１０ )(  １,９１７ )(  １０,３９３ )(  

 一般貸倒引当金繰入額 １２ △ ２４６ △ １８４ △ ６２ 

 業務純益 １３ １１,６７３ １,３２３ １０,３５０ 

 臨時損益 １４ １,４４２ △ ２,５８３ ４,０２５ 

 不良債権処理額 １５ １,５０４ ３９４ １,１１０ 

 貸倒引当金戻入益 １６ ― △ ８０９ ８０９ 

 偶発損失引当金戻入益 １７ ５５ ７ ４８ 

 償却債権取立益 １８ ６８３ △ １６８ ８５１ 

 株式等関係損益 １９ ２,２０３ △ ７１７ ２,９２０ 

 その他臨時損益 ２０ ４ △ ５０２ ５０６ 

 経常利益 ２１ １３,１１６ △ １,２６０ １４,３７６ 

（19）

 経常利益 ２１ １３,１１６ △ １,２６０ １４,３７６ 
 特別損益 ２２ △ ３１９ △ ２７５ △ ４４ 
 税引前中間純利益 ２３ １２,７９５ △ １,５３６ １４,３３１ 
 法人税、住民税及び事業税 ２４ ２,４０６ △ ８９５ ３,３０１ 
 法人税等調整額 ２５ ８１９ ４５６ ３６３ 
 中間純利益 ２６ ９,５６８ △ １,０９６ １０,６６４ 

（19）
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２．預金等、貸出金残高【２行単体単純合算】
①末残

　　 　（百万円）

2018年3月末比 2017年9月末比

 預金等（預金＋譲渡性預金） 7,414,361 2,037 161,335 7,412,324 7,253,026 

 新潟県内 7,230,201 △16,621 170,070 7,246,822 7,060,131 

 新潟県外 184,159 18,659 △8,734 165,500 192,893 

 貸出金 5,022,772 78,423 238,221 4,944,349 4,784,551 

 新潟県内 3,709,940 58,471 143,512 3,651,469 3,566,428 

 新潟県外 1,312,830 19,950 94,707 1,292,880 1,218,123 

②平残
　　   （百万円）

2018年3月期比 2017年9月期比

 預金等（預金＋譲渡性預金） 7,412,688 195,131 187,613 7,217,557 7,225,075 

 新潟県内 7,240,862 196,445 190,954 7,044,417 7,049,908 

 新潟県外 171,824 △1,314 △3,342 173,138 175,166 

 貸出金 4,930,748 192,488 279,948 4,738,260 4,650,800 
 新潟県内 3,634,761 102,064 153,034 3,532,697 3,481,727 
 新潟県外 1,295,986 90,425 126,913 1,205,561 1,169,073 

３．投資信託・公共債等預かり資産残高【２行単体単純合算】

2018年3月末 2017年9月末2018年9月末

2018年9月期 2018年3月期 2017年9月期

（20）

３．投資信託・公共債等預かり資産残高【２行単体単純合算】
　　   （百万円）

2018年3月末比 2017年9月末比

 投資信託 216,849 6,728 15,230 210,121 201,619 

 公共債 124,267 △6,598 △14,736 130,865 139,003 

 保険 541,884 21,912 17,177 519,972 524,707 

2018年9月末 2018年3月末 2017年9月末

（20）
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４．有価証券の評価損益【２行単体単純合算】

  （百万円）

2018年9月末 2018年3月末

 評価損益  評価損益

前期末比 評価益 評価損 評価益 評価損

 満期保有目的 1,905 △510 1,913 8 2,415 2,416 0

子会社・関係会社株式 ― ― ― ― ― ― ―

 その他有価証券 90,548 △4,742 115,846 25,297 95,290 118,910 23,618 

 株式 77,741 △436 79,522 1,780 78,177 79,491 1,313 

 債券 13,265 △8,885 16,026 2,759 22,150 22,876 726 

 その他 △459 4,578 20,295 20,754 △5,037 16,541 21,579 

うち外国債券 △4,823 12 1,864 6,688 △4,835 1,277 6,112 

合計 92,454 △5,251 117,759 25,305 97,705 121,326 23,619 

 株式 77,741 △436 79,522 1,780 78,177 79,491 1,313 

 債券 15,171 △9,394 17,939 2,767 24,565 25,293 727 

 その他 △459 4,578 20,295 20,754 △5,037 16,541 21,579 

５．連結業績予想（第四北越フィナンシャルグループ）

  （百万円）

経常利益 16,000

親会社株主に帰属する当期純利益 56,000

2018年度予想

（21）

親会社株主に帰属する当期純利益 56,000

以上

（21）
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